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この管理制度には､採用 ･配置 ･昇進 ･配置転

































































































































































































































格手当 ･家族手当 ･住宅手当 ･食事手当 ･通勤手





































































































の領域とは､ 1.労働障壁の有無 2.技術 ･技


























































競争意識 4.所属意識 5.家族意識 6.生
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も相対的に高いことから､人的資源としては潜在
的に高い可能性を秘めていることが分かる｡
しかしながら､ベ トナムの人的資源に関する最
大の問題は､人的資源のマクロとミクロの禿離､
すなわちマクロ的には潜在的には優秀であると評
価できる人的資源が､企業人材というミクロのレ
ベルでの人材育成となると､かなり遅れていると
いう点である｡本調査結果では､ベ トナムの人的
資源管理の問題点として､日系企業､欧米系企業､
現地企業ともに､優秀な管理者 ･技術者 ･現場従
業員の採用といった優れた人的資源の確保という
点で一致していた｡ベ トナムの人的資源は､本論
文でも実証したように意欲もあり潜在的には優秀
であると評価されているが､急連な経済成長に人
的資源の育成が追いつかず､企業に適した人的資
源が不足している｡それを改善するためには､学
校教育の質的､量的な充実のみならず､企業内外
を問わず人的資源を開発するための教育訓練の充
実が不可欠である｡
日系企業は､本調査結果から､欧米系､現地系
企業と比較すると教育訓練が特に優れているとは
言えなかったため､一般従業員のみならず管理職
を含めた教育訓練施策の一層の拡充と充実が必要
であろう｡日系企業のベ トナムでの現地経営にお
いては､人材の単なる活用から､本当の意味での
人的資源の育成が肝要であろう｡
